
いばらき節電プロジェクト２０１２における節電効果について

社団法人 茨城県公害防止協会

日立市交流センター（日高地区、仲町地区、諏訪地区、塙山地区）及び那珂市菅谷地区から１３８世帯

の参加協力を得て実施している「いばらき節電プロジェクト２０１２」の７月の節電効果を報告いたしま

す。

節電対策の内容は、各家庭の実情に応じLED電球２個を提供し、白熱電球と交換していただくとともに

各家庭の状況にあった取り組みをアドバイスしながら夏季（７月～９月）及び冬季（１１月～１月）の６

月間節電の取り組みを実践していただいています。

節電効果は、サポーター（調査員）が各家庭を巡回して電力計を検針し、削減率を算出しました。

このほか、東京電力の「電気使用量のお知らせ」を各家庭から提出して頂き、削減量を算出しました。

７月の節電結果は、下記のとおりです。

記

１ 参加協力世帯数 138世帯

２ 実調査世帯数 131世帯

３ 調査期間 平成24年6月29日 ～ 8月1日

４ 調査方法

サポータが２人１組で６班を編成し、全世帯を週１回巡回して電力計を検針し、１ケ月間の電気使

用量を確認し、昨年の７月の「電気使用量のお知らせ」との比較で削減量を算出しました。

５ 結果

①世帯全体の削減率 平均 6.3％ 最大 71.8％

②１０％以上の削減率世帯数 46世帯（35%）

③削減率別世帯数

削減率( ) 0～5 5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～%

世帯数 24 20 16 5 6 7 3 9

④使用量増加世帯数 40世帯（31%)

６ 削減率算出方法

削減率を算出するにあたっては以下の算出によった。

A ２３年７月の１日当たりの電気使用量（電気使用量のお知らせ）

B ２４年７月の１日当たりの電気使用量（各家庭現地検針結果）

C 削減率（各家庭現地検針結果） １－B／A

７ 家庭の取組状況

モデル地区の実調査世帯数１３１世帯の７月の削減率は６ ３％で、目標とした１０％以上の削減.

率は全体の３５％でした。参加協力世帯の皆様は、環境問題への意識が高く従来から節電の取組みを

実施していますが、節電チェックシートの回収結果から、当プロジェクト（７月以降に実施）を契機

に更なる取り組みを実施したことが明らかになり電力の削減効果がみられた。

、 、 。具体的には 全体の８７％の家庭が 照明や空調などを中心に新たな取組みを取り入れていました

これは、勉強会及びサポーターによるアドバイス等の効果によるものと考えられます。７月以降新た

に実施した主な取組み内容とその全体に対する割合を表１に紹介します。



取組み内容とその全体に対する割合表１ 主な

対実調査

世 帯 比 率項 目 取 組 内 容

（％）

エアコン 室外機に直射日光を避ける日よけを作る １７

温度設定を通常より１℃高くする １４

照 明 電球型蛍光灯やLED電球に切替 １８

点灯時間を短くする １５

照明器具や天井、窓などを掃除して明るくする １３

冷蔵庫 無駄な開閉はしない １４

冷蔵庫の中を整理する １４

テレビ 見る時間をできるだけ少なくする １３

掃除機 フローリングの床を清掃するときはパワーを弱にする ２０

待機電力 電化製品を使用しないときはプラグを抜くか電源タップを切る １３

生 活 ス タ 家族ができるだけ一緒の部屋で過ごし、家電品の複数使用を控える １３

イル 家事のスケジュールをたてて日中（9時～20時）を避けて電化製品を使う １３



○参加協力世帯の節電チュックシートの回収結果から、節電への取組みをまとめた。

全６５項目の取組み内容を「①従来からの実施 「７月以降の実施」にわけ集計した。」

各項目の取り組み状況は、下記のとおりです。

図１ エアコン

図２ 照明

図３ 冷蔵庫
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使用する時間をできるだけ短くする

就寝時間前１時間ｏｆｆ

睡眠中の冷房はできるだけ控えて、保冷枕などを活用する

タイマーを上手に使用する

外出する場合は直前ではなく、早めにスイッチを切る

冷房は使用しないで、扇風機、うちわを活用

冷房温度設定を通常より１℃高くする

冷房時はカーテンやブラインドを使用する

冷房時は部屋のドアやふすまを閉め、できるだけ冷房範囲を狭くする

室内機のフィルタを清掃する

室外機のまわりを整理整頓する

室外機に直射日光を避ける日よけを作る

冷房時は扇風機を併用する

古いエアコンを新型の省エネタイプに買いかえる

従来から実施 7月以降実施
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電球型蛍光灯やＬＥＤ電球に取りかえる

点灯時間を短くする
部屋全体よりは局部の必要照明を設置する

廊下、風呂場などの点灯を間引きする
不在時の消灯を徹底する

照明器具や天井、窓などを掃除して明るくする

従来から実施 7月以降実施
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詰め込みすぎない

無駄な開閉はしない

冷蔵庫の中は整理する

買い物は計画的に行い、詰め込みすぎない

開けている時間は短くする
壁から距離をおき周りや上に物を置かない

冷蔵庫内に保冷カーテンを設置する

冷蔵庫の温度は季節に合わせて調整する

熱いものは冷めてから、冷蔵庫に入れる

缶詰、瓶詰めや調味料で未開封の物は冷蔵庫に入れない

傷んだパッキンは取りかえる

古い冷蔵庫は省エネタイプに買いかえる

従来から実施 7月以降実施



図４ テレビ

図５ 掃除機

図６ 生活ライフスタイル
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早寝、早起きで夜の消費電力を削減

外出時は昼間でもカーテンを閉め、部屋の熱気を遮断する。
風呂の残り湯で朝晩打ち水をする

家族ができるだけ一緒の部屋で過ごし家電品の複数使用を控える
家事のスケジュールをたてて日中を避けて電化製品を使う

夕方には近くの公園などを散歩する

従来から実施 7月以降実施
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掃除機の運転時間を短くする

部屋を片付け、その後掃除機をかける

夏の昼間を避けて掃除をする

ほうき、モップ、ぞうきんなどを使用し、掃除機を使用しない

フローリングの床を掃除するときはパワーを弱にする

従来から実施 7月以降実施
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みる時間をできるだけ少なくする

画面は明るすぎないように、音は必要以上に大きくしない

従来から実施 7月以降実施


